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変更事項

製
図

ＭＥＭＯ

縮 尺

図 名

工事名
番号

図面
印

山形ラーメン棟部継手（ リブプレート付）

山形ラーメン棟部継手（ リブプレート無）

Ｈ

Ｈ以上

 はさみ板 Ｐ

２
５

２
５

２５ ２５

５
０

柱・ 梁 仕口部

Ｈ

Ｈ
／
４

１

２以上

ｈ

ｈ

ｈ ｈ

山形ラーメン柱頭部仕口 山形ラーメン柱頭部仕口

柱・ 梁 仕口部

ｈ

Ｄ１

Ｄ２

ｈ

Ｄ１

Ｄ２

テーパー管プレート厚は、 Ｄ１柱の肉厚同等以上とする。

ｈ

Ａ －２

Ｂ －１ Ｂ －２

Ｃ －１ Ｃ －２ Ｃ －３

異径管継手部（ 折版屋根等の軽微な場合）

 Ｐ
ｅ ≦５０

 最上階柱 

ｅ ≦５０

Ｃ －６ 異径管継手部

2
0

2
0

ｂ ≧10ｔ

ｂ ≧10ｔ

Ｄ１

Ｄ
1
/
2
以
上

 補強リブ 

Ｃ －７ Ｄ －１ 小梁ピン接合 小梁ピン接合Ｄ －２

 ガセットプレート  

プレート 厚、ボルト 径、本数は

特記による。

Ｅ －１ 小梁剛接合

現場接合部は特記無きかぎり保有耐力接合を採用する。

現場接合部は特記無きかぎり保有耐力接合を採用する。

リブプレート 厚さは、 梁のウェブプレート厚同等以上とする。

小梁剛接合Ｅ －２ 小梁剛接合Ｅ －３

 リブプレート   リブプレート  

 ガセットプレート  

山形ラーメン柱頭部仕口Ｂ －３

ｈ
ｈ

ｈ ｈ

ｈ ≧１ ０ ０の場合内ダイアフラムを使用すること。

 内ダイアフラム 

 内ダイアフラム 

 内ダイアフラム 

 ダイアフラム  ダイアフラム 

 内ダイアフラム 

 内ダイアフラム  内ダイアフラム 

 ダイアフラム 

 内ダイアフラム 

ｈ ≧１ ０ ０の場合内ダイアフラムを使用すること。 ダイアフラム厚（ ｔ ） は、梁のフランジプレート厚同等以上とする。

ｈ ≧１ ０ ０の場合内ダイアフラムを使用すること。 ｈ ≧１ ０ ０の場合内ダイアフラムを使用すること。

ｈ ≧１ ０ ０の場合内ダイアフラムを使用すること。

ｈ ≧１ ０ ０の場合内ダイアフラムを使用すること。

Ｃ －４ 異径管継手部（ 補強リブ形式）

Ｂ －４ Ｈ鋼仕口部 Ｈ鋼仕口部Ｂ －５

 トッププレート  

 スチフナ 

トッププレート、スチフナ厚は、梁の

フランジプレート厚同等以上とする。

スチフナ厚は、梁のフランジ

プレート厚同等以上とする。

 スチフナ 

 スチフナ 

ｈ

Ｄ１

Ｄ２

 内ダイアフラム 

補強リブプレート厚は、梁のフランジ厚同等以上とする。

 補強リブ  補強リブ 

 補強リブ 

Ｄ１

Ｄ２

 内ダイアフラム 

 補強リブ 

 Ｐ

Ｄ
1
/
2
以
上

ｈ
Ｄ

1
/
2
以
上

ｈ

Ｄ２

 内ダイアフラム 

 補強リブ  補強リブ 

Ｄ２

 内ダイアフラム 

ｈ

Ｃ －５ 異径管継手部（ はかま形式）

D1≦250

1
0
0

D1≦250

ｅ ≦100 ｅ ≦50ｅ ≦50

 内ダイアフラム  内ダイアフラム 

1
0
0

 ガセットプレート  

プレート厚、ボルト 径、本数は

特記による。

小梁ピン接合 小梁ピン接合

 ガセットプレート  

プレート 厚、ボルト 径、本数は

特記による。

プレート 厚、ボルト 径、本数は

特記による。

Ｄ －３

 ガセットプレート  

 ウェブプレート  

 ２ＰＬ  

小梁ピン接合

 ガセットプレート  

プレート 厚、ボルト 径、本数は

特記による。

Ｄ －４ Ｄ －５

 角形鋼管 

小梁ピン接合

 ガセットプレート  

プレート 厚、ボルト 径、本数は

特記による。

Ｄ －６

 鋼管 

 又は、角形鋼管 

 又は、ＣＴ  

 プレート加工 

 リブプレート  

片持梁

片持梁

Ｈ

１

２以上

Ｈ
／
４

小 梁

現場接合部は特記無きかぎり保有耐力接合を採用する。

小梁剛接合Ｅ －４ Ｅ －５ 小梁剛接合（ 折版屋根等の軽微な場合）

 リブプレート  

片持梁

１

２以上

小 梁

現場接合部は特記無きかぎり保有耐力接合を採用する。

 リブプレート  

 リブプレート  

 印を記入

Ｌ－ ＰＬ－

Ｌ－

Ｌ－・

リブプレート 厚は、梁のウェブプレート厚同等以上とする。

Ａ －１

ダイアフラム厚は、梁のフランジプレート 厚同等以上とする。

・

下端ダイアフラム厚は、梁のフランジプレート 厚同等以上とする。

ダイアフラム厚は、梁のフランジプレート厚同等以上とする。

異径管継手部（ テーパー管形式）

ダイアフラム厚は、梁のフランジプレート厚同等以上とする。

ガセッ ト ・ リブプレート 厚は、梁のウェブプレート厚同等以上とする。

フランジプレート 厚、ボルト 径、本数は保有耐力接合を採用する。

屋根のレベルは、小梁・ 母屋で調整すること。

・ ・

リブプレート厚は、梁のウェブプレート 厚同等以上とする。 リブプレート厚は、梁のウェブプレート 厚同等以上とする。

ｈ ≧１ ０ ０ の場合内ダイアフラムを使用するこ と 。

補強リ ブプレート 厚は、 Ｄ １ 柱の肉厚同等以上とする。

下端ダイアフラム厚は、 梁のフランジプレート 厚同等以上とする。

補強リ ブプレート ・ Ｄ ２ 内ダイアフラム厚は、 Ｄ ２ 柱の肉厚同等以上とする。

ダイアフラム厚は、 梁のフランジプレート 厚同等以上と する。

ｈ ≧１ ０ ０ の場合内ダイアフラムを使用するこ と 。
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